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１.環境経営方針

＜基本理念＞

　エネルギー供給と関連する生活関連商品の提供を主業務とする当社は、地球環境との

調和が企業の存続と活動にとって不可欠であるという認識のもとに、事業活動に於いて

の環境負荷の低減と地域社会に調和した環境改善に努めます。

＜行動指針＞

1 環境負荷の小さい高圧ガス（ＬＰＧ、水素）や電力、並びに、地球と人にやさしい

建設資材、食品等の関連商品、ないし、サービスの普及拡大に努めます。

2 環境管理体制を構築し、目的と目標を設定し、見直すことにより環境経営システム

の継続的な改善推進に努めます。

3 事業活動を通じて省エネルギー、省資源、節水に努めるとともに、温室効果ガス排

出量の削減、廃棄物の減量・適正処理、化学物質の適切な管理並びにリサイクルの

推進やグリーン購入を行い、環境汚染の予防に努めます。

4 国、県、市町村及び関係機関で定める環境法条例や取り決め等を遵守する事はもと

より、企業市民として社員の環境意識の高揚を図るとともに、地域社会の環境保全

に努めます。

制定日： 20２3年　２月２８日

江藤産業株式会社

代表取締役社長 近藤 寛
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２.会社概要

1） 商号 江藤産業株式会社

① 本社所在地 〒870-0145 大分市乙津町1番18号 ℡097-558-2502

② 創業 昭和21年10月

③ 設立 昭和49年11月1日

④ 資本金 75,000,000円

⑤ 主な事業内容 液化石油ガス・水素の充填・販売、石油類販売、ガス器具・
住設器具、厨房器具等の販売、食品（冷凍食品含む）の卸売業、
建設業（電気工事業、水道施設工事業）、空調設備機器の販売・
空調設備工事、太陽光発電システムの販売、施工及び保守管理
電力の販売

⑥ 人員 90名

⑦ 環境方針 対象期間は2022年1月～12月だが、レポート作成日が社長交
と全体評価 代後の為、新社長名での環境経営方針と全体評価とした。

2） ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社 株式会社九州エネルギー総合センター
所在地 大分市乙津町1番18号
設立 平成9年1月
人員 39名
事業内容 ・液化石油ガス配管工事

・給水配管等の工事
・液化石油ガスの保安点検調査
・液化石油ガスの配送業務

株式会社アリマン未来
所在地 大分市乙津町1番18号
設立 平成12年12月
人員 11名
事業内容 ・加工食品の販売

・米、穀物類の販売
・酒類の販売

北部江藤産業株式会社
所在地 大分市乙津町1番18号
設立 平成19年11月
人員 12名
事業内容 ・液化石油ガス及び石油類の卸、小売販売

・ガス関連、住設、生活関連機器の販売
・高圧ガス配管工事に関する設計、施工、管理
・建設、増改築の設計、施工、管理

大分EBL水素ステーション株式会社
所在地 大分市乙津町1番18号
設立 平成27年5月
人員 1名
事業内容 ・燃料電池自動車の需要地及び定置式水素ステ

ーションの空白地への水素ステーションの配備
・水素ステーションでの水素充填サービス
・水素インフラ事業に対するエンジニアリング
　保守業務受託及び指導運営
・水素ガス関連製品の製造販売

3） グループ概要 ・人員 名
・建屋面積 ㎡ ※ｸﾞﾙｰﾌﾟ合計

（19拠点　P4参照）

153
5,266
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３.ＥＡ２１実施体制

（１）ＥＡ２１組織図

（２）役割と責任及び権限

・環境経営に関する統括管理者

・環境経営に必要な経営資源（人・物・資金）を準備する。

・環境管理責任者の任命

・環境経営方針を定める

・環境経営目標及び環境経営計画、実施体制を承認する

・代表者による全体の評価と見直しを実施する

・環境経営レポートの承認

・環境経営システムの構築、運用、管理に関する責任者

・環境経営システムの運用、管理状況を代表者に報告する

・エコアクション２１推進委員会の責任者

・環境関連法規等の取り纏め表の承認、遵守状況チェック結果の承認

・各部門の環境経営目標、環境経営計画、実施体制の確認と全体調整

・環境上の緊急事態の想定及び対応策の承認

・問題点の是正及び予防措置の承認

・環境経営レポートの確認

・環境管理責任者の補佐、エコアクション２１推進委員会の事務局

・環境関連文書、記録の管理

・環境経営に関する実績のとりまとめ

・外部環境コミュニケーションに関する窓口

・環境経営レポートの作成

・環境経営目標、環境経営計画の伝達

・全社の意思統一、意見交換及び相互・全体評価の実施

・各部門の実施状況、目標達成状況、問題点などの報告

・効果的な環境経営に向けての提案・意見の交換

・自部門における環境経営及び環境経営計画の企画・作成・実施

・自部門における環境活動の実施、目標達成状況を委員会に報告する

・自部門に必要な手順書などの作成、管理

・自部門の問題点の発見及び是正、予防処置を実施する

・環境経営方針、環境経営目標などの理解と自らの役割を自覚する

・自主的、積極的に環境活動に参加する
全従業員

役割　権限　責任名　称

エコアクション21
推進委員会

事務局

環境管理責任者

代表者

部門長

代表者
代表取締役社長 近藤 寛

環境管理責任者
技術保安統括室 野仲 真司 事務局

技術保安統括室
吉岡 智洋

エコアクション２１
推進委員会

江藤産業㈱

㈱九州エネルギー総合

センター及び各拠点

北部江藤産業㈱

大分ＥＢＬ水素ステーショ
ン㈱及び各拠点

㈱アリマン未来
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４.事業及び組織見取り図

大
分
地
区

速
見
地
区

臼
津
地
区

豊
肥
地
区

佐
伯
地
区

延
岡
地
区

宇
佐
地
区

福
岡
地
区

佐
賀
地
区

大分県杵築市山香町大字野原3549-1
備考：LPｶﾞｽ販売所
大分県豊後大野市三重町大字赤嶺字萩通路1186番地の1

備考：ＬＰガス販売所
大分県臼杵市大字野田342-2
備考：LPｶﾞｽ販売所
大分県津久見市志手町9番15号
備考：LPｶﾞｽ販売所
大分県佐伯市東町26番10号
備考：LPｶﾞｽ販売所
大分県佐伯市常盤南町9番11号
備考：創業者記念館、リフォームコーナー

宮崎県延岡市大武町753-4
備考：ＬＰｶﾞｽ販売所
福岡県福岡市博多区山王1丁目10-11ﾌｪｲｽﾞｲﾝ山王公園前107号

備考：建設営業及び工務事務所
福岡県北九州市小倉北区西港町91-6
備考：ＬＰｶﾞｽ販売所
大分県宇佐市大字上元重字小田尾254-4

備考：ＬＰｶﾞｽ販売所
佐賀県兵庫町大字瓦町字三本黒木457-2

備考：ＬＰｶﾞｽ販売所
大分県大分市乙津町1番18号
備考：認定保安機関、設備工事、LPｶﾞｽ販売所

大分県佐伯市東町26番10号
備考：認定保安機関、設備工事、容器配送

宮崎県延岡市大武町753-4
備考：認定保安機関、設備工事、容器配送

大分県大分市乙津町1番18号
備考：食品、米、厨房機器販売及びLPｶﾞｽ販売所

大分県大分市乙津町1番18号
備考：水素充てん設備

153

※ 環境負荷 全て自社把握 ◎ 自社で全ての環境負荷を把握
環境負荷のみ △ 管轄する事業所で一括把握⇒経費比で案分
自社外１パターン × 江藤酸素㈱で一括把握⇒経費比で案分
自社外２パターン □ 江藤産業㈱で一括把握⇒経費比で案分

(注)江藤酸素㈱は親会社にあたり、認証登録範囲外である。
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大分EBL水素
ステーション
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九
　
州

ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞ

ｰ
総
合
ｾ
ﾝ
ﾀ

ｰ

アリマン未来

佐伯ｽﾀｼﾞｵ

福岡支店

延岡事業所

佐伯営業所

県北営業所

佐賀営業所

大分事業所

佐伯事業所

北九州営業所北
部
江
藤
産
業

江
藤
産
業

6

3

×

×

◎

60

◎

◎備考：本社及びｼｮｰﾙｰﾑ、LPｶﾞｽ販売
所、ｵｰﾄｶﾞｽｽﾀﾝﾄﾞ、ﾀﾝｸﾛｰﾘｰ

本社及び大
分営業所(ｵｰﾄ
ｶﾞｽｽﾃｰｼｮﾝ）

三重営業所

大分県大分市乙津町1番18号

延岡営業所

営業所名
会
社
名

人
　
員

住　所

EA21セクション
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５.環境経営目標
　環境経営目標は下表に示すとおり、2021年を基準年とし、環境負荷（ＣＯ2、電力量、燃料、

水使用量）については、毎年対前年比で１％削減とする。

【グループ合計】

表-1 建設業及び一般に関する環境経営目標【各年度の対象期間は、決算年度1月～12月】

二酸化炭素排出量削減

ℓ

ℓ

㎥

0 0 0 0

件 件 件 件

表-2 食品に関する環境目標 【各年度の対象期間は、決算年度　1月～12月】

㎏ ㎏ ㎏ ㎏

※1 CO2排出量：2020年度新電力おおいたCO2調整後排出係数0.501㎏-CO2/kWhを利用

※ 化学物質の使用に関しては目標に掲げず、活動計画を設定して取り組む

※ ＬＰガス消費量は少量のため目標は設定せず、日常管理とする

※ 二酸化炭素排出量はＬＰガス消費量を含む

※ 一般廃棄物は適切に管理している為、目標に掲げず日常管理とする。

※ リサイクル率の定義：リサイクル量（ｔ）/総量（ｔ）　環境負荷のチェック表参照

4

5

環境
方針の
番号

リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

100% 100% 100% 100%

2,149

100%

100% 100%

スポーツ・文
化振興の推進

スポーツ・文
化振興の推進

2024年度

0

2023年度

食品廃棄物排出

選択課題

冷凍機の管理 100%

環境
方針の
番号

選択課題

kg-CO2

kWh

1

1-1

（ＣＯ2排出量）※1

電力消費量削減

（電気消費量）

463,828

2-1

社会貢献への参加

社内・消費者の爆発火災
事故ゼロ

（建設部門）

環境負荷軽減重機の使用

ガソリン消費量削減

（ガソリン消費量）

軽油消費量削減

4

5

6

（軽油消費量）

3

産業廃棄物

リサイクル推進

水使用量削減

（水使用量）

2-2
建設廃棄物

リサイクル推進

基準年度比△1％ 基準年度比△2％ 基準年度比△3％

基準年度比△3％

基準年度比△3％

基準年度比△3％

454,551 449,914

1-2

1-3

459,190

144,857

基準年度比△1％

基準年度比△1％

基準年度比△1％

基準年度比△2％

基準年度比△2％

基準年度比△2％

143,394

121,379122,617

146,320

123,856

141,930

目 標

964,817 955,169 945,520 935,873

基準年

2021年度 2024年度

目 標目 標

2022年度 2023年度

100%

0 0

2022年度

0

2,1282,171

リサイクル率

98%

120,140

90％以上90％以上

100%

基準年 目 標 目 標 目 標

2021年度

100%

スポーツ・文
化振興の推進

スポーツ・文
化振興の推進

基準年度比△3％基準年度比△2％基準年度比△1％

90％以上

2,106

リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

100%
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5-1.環境経営目標

【江藤産業Ｔ】※1 【各年度の対象期間は、決算年度1月～12月】

基準年度 目標 目標 目標

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

715,548 708,393 701,237 694,082

kg-CO2 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

198,548 196,563 194,577 192,592

kWh 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

114,321 113,178 112,035 110,891

ℓ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

111,762 110,644 109,527 108,409

ℓ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

98% 90%以上 90%以上 90%以上

リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

100% 100%徹底 100%徹底 100%徹底

1,574 1,558 1,543 1,527

㎥ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

0 0 0 0

件 件 件 件

※1 江藤産業Ｔの説明： Ｔはチームの略。

対象となる事業者は、江藤産業㈱と㈱九州ｴﾈﾙｷﾞｰ総合ｾﾝﾀｰ及び各拠点

※2 ＣＯ２排出係数の説明： 新電力おおいた2020年調整後排出係数0.501㎏-CO2/kWhを利用

2-1
産業廃棄物

リサイクル推進

2-2

環境
方針の
番号

選択課題

1

1-1

(ＣＯ2排出量)※2

二酸化炭素排出量削減

（電気消費量）

1-2

1-3

ガソリン消費量削減

軽油消費量削減

（ガソリン消費量）

（軽油消費量）

100% 100% 100%

電力消費量削減

リサイクル推進

建設廃棄物

環境負荷軽減重機の使
用（建設部門）100%

（水使用量）

スポーツ・文
化振興の推進

水使用量削減

100%

6 社会貢献への参加→献
血等への参加

スポーツ・文
化振興の推進

スポーツ・文
化振興の推進

3

4
社内・消費者の爆発・火
災事故ゼロ→監査・調
査・点検の実施

スポーツ・文
化振興の推進

5
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5-2.環境経営目標

【北部江藤産業Ｔ】※1 【各年度の対象期間は、決算年度1月～12月】

基準年度 目標 目標 目標

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

59,886 59,287 58,688 58,089

kg-CO2 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

39,464 39,069 38,675 38,280

kWh 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

14,768 14,620 14,473 14,325

ℓ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

0 0 0 0

ℓ ℓ ℓ ℓ

リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

95%以上 90%以上 90%以上 90%以上

82 81 80 79

㎥ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

0 0 0 0

件 件 件 件

※1 北部江藤産業Ｔの説明： Ｔはチームの略。

対象となる事業者は、北部江藤産業㈱と大分EBL水素ｽﾃｰｼｮﾝ㈱及び各拠点

※2 ＣＯ２排出係数の説明： 新電力おおいた2020年調整後排出係数0.501㎏-CO2/kWhを利用

5 社会貢献への参加→献
血等への参加

3

4
社内・消費者の爆発・火
災事故ゼロ→監査・点
検・検査の実施

（水使用量）

水使用量削減

各地点近隣の
清掃活動

各地点近隣の
清掃活動

各地点近隣の
清掃活動

各地点近隣の
清掃活動

環境方
針の番

号
選択課題

1

1-1

二酸化炭素排出量削減

(ＣＯ2排出量)※2

電力消費量削減

（電気消費量）

1-2

1-3

2

ガソリン消費量削減

（ガソリン消費量）

軽油消費量削減

リサイクル推進

産業廃棄物

（軽油消費量）
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5-3.環境経営目標

【アリマン未来】 【各年度の対象期間は、決算年度1月～12月】

基準年度 目標 目標 目標

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

189,383 187,489 185,595 183,702

kg-CO2 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

225,816 223,558 221,299 219,042

kWh 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

17,231 17,059 16,886 16,714

ℓ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

12,094 11,973 11,852 11,731

ℓ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

100% 90％以上 90％以上 90％以上

515 510 505 500

㎥ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

0 0 0 0

㎏ ㎏ ㎏ ㎏

※1 ＣＯ２排出係数の説明： 新電力おおいた2020年調整後排出係数0.501㎏-CO2/kWhを利用

100% 100%

献血への参加 献血への参加

5 冷凍機の管理 100% 100%

6 社会貢献への参加

4

献血への参加 献血への参加

1-2

（水使用量）

1-3
軽油消費量削減

（軽油消費量）

3

食品廃棄物排出

ガソリン消費量削減

（ガソリン消費量）

水使用量削減

2 産業廃棄物の管理

環境
方針の
番号

選択課題

1

1-1

二酸化炭素排出量削減

(ＣＯ2排出量)※1

電力消費量削減

（電気消費量）
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６.環境経営計画と実績
2023年3月16日

当社における環境活動計画は以下の通り評価した。 環境管理責任者　野仲真司

昼休みの消灯

空調の適温化

ブラインド等の利用により熱の出入りを調節

クールビズの実施

乗車前の点検

積載重量の適正管理

エコカーの導入推進

廃棄物の適正な分別

在庫数量の適正管理

紙使用量の削減

資源ごみ回収委託によるリサイクル活動

マニフェストの管理

家電リサイクル券の適正管理

建設リサイクル：分別の徹底、ルールの遵守

トイレ大小レバーの使い分け

流し洗いをしない

防災訓練の実施

保安教育の定期的な実施

各種安全機器の設置推進

各種点検調査の適正実施

事務所周囲の清掃活動

スポーツ・文化振興の推進

保護具の使用

物質の適正で安全な取り扱いの徹底

食品廃棄物排出ゼロ 在庫管理（賞味期限の管理と最適な発注）

冷凍機の自主点検（１回/日）

冷凍機の管理 冷蔵庫の異常温度及び異常音ゼロ

メンテナンスの強化

全部門

全部門

全部門

○

○

○

○

全部門

江藤産業Ｔ

アリマン未来

アリマン未来 ○

○

○

△

〇

化学物質使用時の
事故防止

電力消費量の削減

自動車燃料の消費
量の削減

○

〇

〇

廃棄物排出量の削減

〇

○

△

○

○

○

〇

○

○

対象チーム

全部門

江藤産業Ｔ

評価

環境負荷軽減重機
の使用

○

○

○

○

○

〇

○

○低騒音、低振動、低燃費重機の使用 江藤産業Ｔ

全部門

水使用量の削減

爆発・火災事故ゼロ

目標課題 具体的な行動

社会貢献の参加
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７.環境経営目標の実績と評価

対象期間（2022年1月～12月）の実績を下表に示す。 【グループ全体】

　　　評価基準：○100％以上　△90％以上100％未満　×90％未満

二酸化炭素排出量 〇

電力消費量 〇

ガソリン消費量 〇

軽油消費量 △

産業廃棄物

リサイクル率

建設廃棄物

リサイクル率

水使用量 ×

社会貢献の参加 〇

※社会貢献の参加は、年度末に評価する。

〇

文化振興の
推進

達成率 評価

目標

2022年度

1月～12月

955,169

実績 目標

〇

2022年度

938,520 102%

1月～12月 1月～12月

ℓ

㎥

135,940 107%

122,617

2,1492,171

％

％

ℓ

項　目

3,877

kg-CO2

kWh 457,740

単　位

基準年

202１年度

1月～12月

100%

459,190

144,857

124,499

463,828

146,320

100%

回
文化振興の

推進
バレーボー
ル大会開催

－

100% 100%

55%

964,817

100%

98% 90％以上 93% 103%

123,856 98%
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7-1．環境経営目標の実績と評価

対象期間：2022年1月～2022年12月 【江藤産業Ｔ】
評価基準：○100％以上　△90％以上100％未満　×90％未満

環境方 基準年度 目標 実績 目標

針番号 2021年度 2022年度 2022年度 達成率

1 二酸化炭素排出量削減

（ＣＯ2排出量）

1-1 電気消費量削減

（電気消費量）

1-2 ガソリン消費量削減

（ガソリン消費量）

1-3 軽油消費量削減

（軽油消費量）

2-1 産業廃棄物

リサイクルの推進

2-2 建設廃棄物排出

リサイクルの推進

3 水使用量削減

（水使用量）

4 爆発火災事故ゼロ

5 環境負荷軽減重機の使用

（建設部門）

6 社会貢献への参加
文化振興
の推進

文化振興
の推進

選択課題 評価

計 715,548

100%
バレーボール
大会を主催 〇

評価と次年度
の取組内容

評価と次年度
の取組内容

ガス販売量は前年並みであったが。建設業の売上向上に伴い建設現
場の電気消費量が増加し、ＣＯ2排出量は一昨年とほぼ同じ数値と
なった。この傾向は続くと考える。

評価と次年度
の取組内容

福岡支店が新設されたものの、各拠点の消費量は25％減少した。
しかし、建設業の売上高が25％増加したことに伴い、建設現場の
購入電力が前年比95％増加したため、目標は未達となった。建設
業の売上増加に伴い、この傾向は続くと考える。

198,548計

コロナ渦の影響により、県外への営業活動や会合等が制限され、Ｗ
ＥＢを利用した会議や講習会の増加により車両の燃料消費量が減少
した。今後も効率的な運行を行う。

評価と次年度
の取組内容

708,393 715,595 99% △

計

196,563 209,808 94% △

〇114,321 113,178 109,950 103%

廃棄物リサ
イクル率 〇103%93%90%以上98%

113,637 97% △

評価と次年度
の取組内容

ガス販売量は前年とほぼ同量であったが、軽油消費量の主な用途と
なる配送車両の効率的な運行ができずに消費量が増加した。今後は
効率的な運行に努める。

計 111,762 110,644

現場の増加により排出量は増加したが、適切に分別したことにより
資源の比率が高まり、目標達成となった。今後も分別を徹底する。

建設リサイクル法対象の工事でリサイクルを推進した。各現場で重
要な活動として取り組み目標を達成した。今後とも維持していく。

廃棄物リサ
イクル率

評価と次年度
の取組内容

100% 100% 100% 100% 〇

評価と次年度
の取組内容

計

計

各種保安対策が功を奏し、無事故となった。引き続き事故防止に努
める。

0 0 0 100% 〇

1,574 1,558 3,414 46% ×

評価と次年度
の取組内容

建設業の売上が25％増加したことにより、拠点の消費量は減少し
たが、建設現場の使用量が増加した。この傾向は継続の予定。

100% 100% 100% 100% ○

-11-



7-2．環境経営目標の実績と評価

対象期間：2022年1月～2022年12月 【北部江藤産業Ｔ】
評価基準：○100％以上　△90％以上100％未満　×90％未満

環境方 基準年度 目標 実績 目標

針番号 2021年度 2022年度 2022年度 達成率

1 二酸化炭素排出量削減

（ＣＯ2排出量）

1-1 電気消費量削減

（電気消費量）

1-2 ガソリン消費量削減

（ガソリン消費量）

1-3 軽油消費量削減

（軽油消費量）

2 産業廃棄物 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

リサイクルの推進

95% 90%以上 93% 103%

3 水使用量削減

（水使用量）

4 爆発火災事故ゼロ 0 0 0 0 ○

5 社会貢献への参加

軽油を燃料とする車両無し。今後も導入予定無し。

入居している親会社ビルの共同廃棄物置場を利用しており、一定の
比率で親会社より費用のみ請求されているため、今後も極力分別
し、適正に処理する。

評価と次年度
の取組内容

82 81 72 113%

計

評価と次年度
の取組内容

廃棄物リサ
イクル率

評価と次年度
の取組内容

計

評価と次年度
の取組内容

計

計 39,464 39,069

14,768

評価と次年度
の取組内容

コロナ渦により移動を自粛したことによる燃料の削減や人員の減少
により二酸化炭素排出量が減少した。新型コロナウイルス沈静後も
効率的な使用を心がけ、削減に努める。

41,253

127% 〇

評価と次年度
の取組内容

水素ステーションの充てん量が前年比1.6倍増加したため、充てん
時の動力として使用する電気消費量が充てん量の増加率とほぼ同じ
比率で増加した。水素の増量は環境負荷の低減に繋がるため、電気
消費量の増加はやむを得ないと判断している。

95% △

選択課題 評価

計 59,886 59,287 52,363 113% 〇

事務所周
辺の清掃

実施

各地点近
隣の清掃

活動

各地点近
隣の清掃

活動

14,620

人員減による車両使用の減少が要因。今後も消費量削減に努める。

11,550

〇

0 0 0 0% 〇

100% 〇

人員減少により使用量が減少した。引き続き節水に努める。

〇
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7-3．環境経営目標の実績と評価

対象期間：2022年1月～2022年12月 【アリマン未来】

評価基準：○100％以上　△90％以上100％未満　×90％未満

環境方 基準年度 目標 実績 目標

針番号 2021年度 2022年度 2022年度 達成率

1 二酸化炭素排出量削減
（ＣＯ2排出量）

1-1 電気消費量削減
（電気消費量）

1-2 ガソリン消費量削減
（ガソリン消費量）

1-3 軽油消費量削減
（軽油消費量）

2 産業廃棄物排出 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

100% 90%以上 100% 100%

3 水使用量削減
（水使用量）

4 食品廃棄物排出ゼロ

5 冷凍機の管理 100% 100% 100% 100% ○

6 社会貢献への参加
100%

年２回の献血
車来場時に協

力した
○

計 100% 〇

評価と次年度
の取組内容

毎月の棚卸しで消費期限や在庫量及び流動性を把握し、取扱アイテ
ムの厳選や期限を考慮した特価商材を飲食店へ紹介することによ
り、排出ゼロを達成した。今後も在庫管理を徹底する。

0 0 0

献血への参加 献血への参加

計 225,816 223,558 206,679 108% 〇

118% 〇

110% 〇

評価と次年度
の取組内容

漏水の改修を行い、適正な使用を心掛けた結果、目標達成となっ
た。引き続き節水に努め、毎月、使用量の推移を注視する。

130% 〇

○

計 515 510 391

選択課題 評価

評価と次年度
の取組内容

車両台数の削減や作業内容の見直しなどを総合的に行った結果、目
標を達成した。今後も創意工夫を重ね、目標達成に向けた活動を行
う。

計 189,383 187,489 170,562 110% 〇

評価と次年度
の取組内容

遠方の取引先を一部廃止したことにより、冷凍倉庫前室での作業時
間を削減した結果、冷凍機の稼働時間が減少したため目標達成と
なった。

評価と次年度
の取組内容

車両台数を２台減車したことが目標達成の要因となった。

評価と次年度
の取組内容

遠方の取引先を一部廃止したことにより、消費量が減少し目標達成
となった。

計 17,231 17,059 14,440

計 12,094 11,973 10,862
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7-4.環境経営目標の実績と評価
【アリマン未来】

株式会社アリマン未来における食品業者向けガイドラインへの対応

＜食品リサイクルについて＞

1) 現状把握の状況

・2022年度の商品取扱総重量：1,145t

・2022年度（運用期間）の廃棄物総重量：0㎏ 　

2) 考察

①取扱量と廃棄物排出の整合　廃棄物の排出は、2022年度の取扱時に発生した廃棄物

　である。

②2022年度の取扱量対比廃棄物発生率

　0㎏÷1,145,000㎏＝0％ ⇒ 環境目標の排出率0.01以下は達成

廃棄物発生率は「ゼロ」である。

③廃棄物発生量ほぼ「ゼロ」の原動力

　経費削減の活動から、抑制活動を徹底している結果である。これが食品廃棄物発生率

　極減の要因である。食品リサイクル法ではこの抑制策を最初の手段として推奨してい

　る。

④直接的なリサイクルの検討

　廃棄物区分は破損（内容物が直、廃棄物）と期限切れ（パック、箱など）に分類され

　る。内容は冷凍品、冷蔵品、調味料など多岐にわたり、また、ランダムに生じる。そ

　のためリサイクル方法が固定できない。

⑤廃棄物発生量「ゼロ」達成の活動（実施評価）

　従来より行っている破損商品販売の創意工夫に加えて、破損しにくい商品への集約化

　を行い、破損自体の発生を抑制する施策を進めた。

　また、一部の顧客にしかニーズがない商品を通常在庫から外し、注文販売として消費

　期限切れが発生しにくい環境を実現した。さらに、毎月の棚卸しも実施し、期限管理

　と流動していない商品の抜粋、販売を進めた。これが今回の廃棄物排出量「ゼロ」を

　達成した活動である。

3) 食品リサイクル法及び食品関連事業者向けガイドラインに関しての判断と今後の取組

食品リサイクル法に関しては、計画策定や報告義務は無く、抑制の推進をしており適応

している。

ガイドラインに関しては、上記考察に基づき、下記を実施していく。

①発注の際に適切な製品と適切な量を検討する。（誤発注や見込み違いを防止する。）

②取扱総量、廃棄物排出量及び品目などのデータを把握していく。

③食品リサイクル化の目標は「発生率0.01％以下」を設定して取り組む。

　（数値の見直しは今後も実施していく）

　ＥＡ２１で目標を掲げて取り組むことを改めて社員に周知を図り、廃棄物削減を推進

　していく。

④廃棄物排出抑制策を確実に実施していく。

　月１回の現物棚卸による状況把握と対応、作業時の破損発生時の原因究明と作業改善、

　適切な在庫管理、消費期限直前の商品の販売先開拓などを進める。

⑤廃棄物排出率を監視して異常な排出抑制量の時は即、対応策を決定して実施する。

⑥廃棄物が発生した場合は、一般廃棄物として業者に引き渡し、焼却処分にしている。

　廃棄食品のリサイクルの方法を処理業者とも相談して、リサイクル化にも取り組んで

　いく。
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7-5.電力の販売に関して
【江藤産業】

江藤産業株式会社による電力の販売に関して

＜新電力事業について＞

1） 事業の概要

①事業開始年月

2019年4月

②新電力事業所

　新電力おおいた株式会社

③ブランド名

　おおいたのでんき

④料金プラン

　おおいたのでんきＢ/おおいたのでんきＣ/おおいたのでんきＮ/おおいたのでんきＫ

　おおいたのでんきＪ/ＲＥ１００プラン/ＳＡＮ給プラン/低圧電力（動力）/高圧電力

合計9プラン

2） 事業の現状

　・主にガスユーザーに向けてガスと電気のセット料金の提案を行っている。

　・工場や店舗等の大口電力需要家向け高圧電力についても積極提案を行っている。

3） 実績・評価

①実績

・契約戸数 4,390戸 （2022年12月末時点）

・売上高 554百万円（2022年1月～12月）

②評価

・燃料費の上昇の影響もあり、売上高は上昇している。

4） 今後の取り組み

・電力市場の状況を考慮しつつ、電力販売を通じて最適なエネルギー提案を行っていく。
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８.環境経営計画の取り組み結果とその評価

１） 二酸化炭素排出量削減

　コロナ渦の影響により、各種の活動が制限されたことや、人員の減少もあり、エ

ネルギー使用量の減少が二酸化炭素の排出量の抑制に繋がった。

２） 電力消費量削減

　水素充てん量の増加や建設事業の好調により使用量が一部増加したが、事務所の

節電努力もあり、目標達成となった。

３） ガソリン消費量削減

　コロナ渦により各種の活動が制限されたことや、ＷＥＢ会議等の普及により営業

車両の移動が減少し、燃料消費量が減少した。今後も効率的な運行を励行する。

４） 軽油消費量削減

　ＬＰガス販売量は前年とほぼ同量であったが、消費者数は毎月変動するため、地

点の変化により使用量が増加した。今後も配送の効率化に努める。

５） 産業廃棄物リサイクルの推進

　好調な建設事業により、排出量は大幅に増加したが、各現場が適切に分別したた

め、再資源化は目標を達成した。今後も再資源化率の向上を目指す。

６） 建設廃棄物排出リサイクルの推進

　建設リサイクル法に沿って活動し、目標を達成した。今後も継続していく。

７） 水使用量削減

　建設事業の拡大により使用量が大幅に増加したが、事業の拡大に伴うことによる

使用量の増加のため、今後も事業規模により変動する可能性がある。

８） 爆発・火災事故ゼロ

　各種安全対策を講じたため、事故ゼロとなった。今後も予防保全と自主保安を拡

充し、無事故を達成する。

９） 環境負荷軽減重機の使用

　協力業者に依頼し、低騒音で燃費に優れた重機を使用した。

10）社会貢献への参加

　地域貢献活動として、小学生とのバレーボール参加によるスポーツ・文化の振興

に努めた。

11）化学物質の評価

　化学物質を含む製品は、取り扱い中に保護具を装着し保管も適正であった。

12）食品廃棄物発生率の抑制

　在庫管理や期限管理を徹底するとともに、破損しやすい瓶類の取扱縮小や取扱

アイテム自体を厳選することにより、発生率ゼロを達成した。

13）冷凍機の管理

　始業開始前に倉庫担当者が冷凍機の温度及び異常音を確認し、適切な管理を継続

することにより、食品の保管温度を適正に保ち、廃棄物発生ゼロへつなげている。
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9.次年度以降の環境経営目標
組織の改編があったことから、環境経営目標は下表に示す通り、2021年を基準年として改める。
なお、環境負荷（ＣＯ2、電力量、燃料、水使用量）は、毎年対前年比で１％削減とする。

【グループ合計】

表-1 建設業及び一般に関する環境経営目標 【各年度の対象期間は、決算年度1月～12月】

ℓ

ℓ

㎥

0 0 0 0

件 件 件 件

表-2 食品に関する環境目標 【各年度の対象期間は、決算年度　1月～12月】

㎏ ㎏ ㎏ ㎏

※1 CO2排出量：2020年度新電力おおいたCO2調整後排出係数0.501㎏-CO2/kWhを利用

※ 化学物質の使用に関しては目標に掲げず、活動計画を設定して取り組む

※ ＬＰガス消費量は少量のため目標は設定せず、日常管理とする

※ 二酸化炭素排出量はＬＰガス消費量を含む

※ 一般廃棄物は適切に管理している為、目標に掲げず日常管理とする。

※ リサイクル率の定義：リサイクル量（ｔ）/総量（ｔ）　環境負荷のチェック表参照

環境
方針
の

選択課題
基準年 目 標 目 標 目 標

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

1
964,817 955,169 945,520 935,873

（ＣＯ2排出量）※1 kg-CO2 基準年度比△1％ 基準年度比△2％ 基準年度比△3％

二酸化炭素排出量削減

基準年度比△3％

1-2
ガソリン消費量削減 146,320 144,857 143,394 141,930
（ガソリン消費量） 基準年度比△1％ 基準年度比△2％

1-1
電力消費量削減 463,828 459,190 454,551 449,914
（電気消費量） kWh 基準年度比△1％ 基準年度比△2％

基準年度比△3％

1-3
軽油消費量削減 123,856 122,617 121,379 120,140
（軽油消費量） 基準年度比△1％ 基準年度比△2％ 基準年度比△3％

2-1
産業廃棄物 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

リサイクル推進 98% 90％以上 90％以上 90％以上

（建設部門）

2-2
建設廃棄物 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

リサイクル推進 100% 100% 100% 100%

6 社会貢献への参加
スポーツ・文化

振興の推進
スポーツ・文化

振興の推進
スポーツ・文化

振興の推進
スポーツ・文化

振興の推進

基準年度比△1％ 基準年度比△2％ 基準年度比△3％

4 社内・消費者の爆
発火災事故ゼロ

5
環境負荷軽減重機の使用

100% 100% 100%

3
水使用量削減 2,171 2,149 2,128 2,106
（水使用量）

100%

環境
方針
の

選択課題
基準年 目 標 目 標 目 標

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

5 冷凍機の管理 100% 100% 100% 100%

4 食品廃棄物排出ゼロ
0 0 0 0
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9-1.次年度以降の環境経営目標

【江藤産業Ｔ】※1 【各年度の対象期間は、決算年度1月～12月】

基準年度 目標 目標 目標

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

715,548 708,393 701,237 694,082
kg-CO2 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

198,548 196,563 194,577 192,592
kWh 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

114,321 113,178 112,035 110,891

ℓ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

111,762 110,644 109,527 108,409

ℓ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

98% 90%以上 90%以上 90%以上

リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

100% 100%徹底 100%徹底 100%徹底

1,574 1,558 1,543 1,527

㎥ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

0 0 0 0

件 件 件 件

※1 ＜江藤産業Ｔの説明＞

Ｔはチームの略。

対象となる事業者は、江藤産業㈱と㈱九州ｴﾈﾙｷﾞｰ総合ｾﾝﾀｰ及び各拠点

1-1
電力消費量削減

（電気消費量）

環境
方針の
番号

選択課題

1
二酸化炭素排出量削減

(ＣＯ2排出量)※2

1-2
ガソリン消費量削減

（ガソリン消費量）

1-3
軽油消費量削減

（軽油消費量）

2-1
産業廃棄物

リサイクル推進

2-2
建設廃棄物

リサイクル推進

3
水使用量削減

（水使用量）

4
社内・消費者の爆発・火
災事故ゼロ→監査・調
査・点検の実施

100% 100% 100% 100%

6 社会貢献への参加
スポーツ・文化

振興の推進
スポーツ・文化

振興の推進
スポーツ・文化

振興の推進
スポーツ・文化

振興の推進

5 環境負荷軽減重機の使
用（建設部門）100%
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9-2.次年度以降の環境経営目標

【北部江藤産業Ｔ】※1 【各年度の対象期間は、決算年度1月～12月】

基準年度 目標 目標 目標

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

59,886 59,287 58,688 58,089
kg-CO2 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

39,464 39,069 38,675 38,280
kWh 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

14,768 14,620 14,473 14,325

ℓ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

0 0 0 0

ℓ ℓ ℓ ℓ
リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

95% 90%以上 90%以上 90%以上

82 81 80 79

㎥ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

0 0 0 0

件 件 件 件

※1 ＜北部江藤産業Ｔの説明＞

Ｔはチームの略。

対象となる事業者は、北部江藤産業㈱と大分ＥＢＬ水素ステーション㈱及び各拠点

1-1
電力消費量削減

（電気消費量）

環境
方針の
番号

選択課題

1
二酸化炭素排出量削減

(ＣＯ2排出量)※2

2
産業廃棄物

リサイクル推進

1-2
ガソリン消費量削減

（ガソリン消費量）

1-3
軽油消費量削減

（軽油消費量）

各地点近隣の
清掃活動

3
水使用量削減

（水使用量）

4
社内・消費者の爆発・火
災事故ゼロ→監査・調
査・点検の実施

5 社会貢献への参加
各地点近隣の

清掃活動
各地点近隣の

清掃活動
各地点近隣の

清掃活動
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9-３.次年度以降の環境経営目標

【アリマン未来】 【各年度の対象期間は、決算年度1月～12月】

基準年度 目標 目標 目標

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

189,383 187,489 185,595 183,702
kg-CO2 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

225,816 223,558 221,299 219,042
kWh 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

17,231 17,059 16,886 16,714

ℓ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

12,094 11,973 11,852 11,731

ℓ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

100% 90%以上 90%以上 90%以上

515 510 505 500

㎥ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

0 0 0 0

件 件 件 件

1-1
電力消費量削減

（電気消費量）

環境
方針の
番号

選択課題

1
二酸化炭素排出量削減

(ＣＯ2排出量)※2

2 産業廃棄物の管理

1-2
ガソリン消費量削減

（ガソリン消費量）

1-3
軽油消費量削減

（軽油消費量）

3
水使用量削減

（水使用量）

4 食品廃棄物排出ゼロ

100% 100% 100% 100%

6 社会貢献への参加 献血への参加 献血への参加 献血への参加 献血への参加

5 冷凍機の管理
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10.次年度の取組内容

次年度における取り組み内容は以下の通り。

在席時のみ照明の点灯

空調の適温化

ブラインド等の利用により熱の出入りを調節

ＯＡ機器を長時間使用しない場合の電源オフ

乗車前の点検

積載重量の適正管理

燃費に配慮した安全運転の励行

テレワークやＷＥＢ会議活用による消費量の削減

廃棄物の適正な分別

紙使用量の削減

資源ごみ回収委託によるリサイクル活動

マニフェストの管理

家電リサイクル券の適正管理

吐出量の適量使用

流し洗いをしない

防災訓練の実施

保安教育の定期的な実施

各種安全機器の設置推進

各種点検調査の適正実施

環境負荷軽減重機の使用 低騒音、低振動、低燃費重機の使用 江藤産業Ｔ

スポーツ・文化振興の推進

事務所近隣の清掃活動

ボランティア活動の推進

化学物質使用時の事故 保護具の使用

防止 物質の適正で安全な取り扱いの徹底

食品廃棄物排出ゼロ 在庫管理（賞味期限の管理と最適な発注） アリマン未来

冷凍機の自主点検（１回/日）

冷凍機の管理 冷蔵庫の異常温度及び異常音ゼロ

メンテナンスの強化

自動車燃料の消費量の
削減

全部門

目標課題 具体的な行動 対象チーム

電力消費量の削減 全部門

社会貢献の参加 全部門

江藤産業Ｔ

アリマン未来

廃棄物排出量の削減 全部門

水使用量の削減 全部門

爆発・火災事故ゼロ 全部門
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11.試行の目標

【匹田電気工事】 【各年度の対象期間は、決算年度1月～12月】

基準年度 目標 目標 目標

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

39,153 38,761 38,370 37,978

kg-CO2 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

25,144 24,893 24,641 24,390

kWh 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

8,022 7,942 7,862 7,781

ℓ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

3,902 3,863 3,824 3,785

ℓ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

96% 90%以上 90%以上 90%以上

リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

100% 100%徹底 100%徹底 100%徹底

140 139 137 136

㎥ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

0 0 0 0

件 件 件 件

1-1
電力消費量削減

（電気消費量）

環境
方針の番

号
選択課題

1
二酸化炭素排出量削減

(ＣＯ2排出量)※2

1-2
ガソリン消費量削減

（ガソリン消費量）

1-3
軽油消費量削減

（軽油消費量）

2-1
産業廃棄物

リサイクル推進

2-2
建設廃棄物

リサイクル推進

3
水使用量削減

（水使用量）

4 作業中の感電事故ゼロ

100% 100% 100% 100%

6 社会貢献への参加 清掃活動 地域の清掃活動 地域の清掃活動 地域の清掃活動

5 環境負荷軽減重機の使
用（建設部門）100%

-22-



１2.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

2023年3月8日

環境関連法令等の遵守状況について以下の通り評価した。 環境管理責任者　野仲真司

№

産業廃棄物の保管基準 標識と保管状況

許可証の表示

食品の管理基準

6 騒音規制法 特定建設作業の届出 届出控

7 振動規制法 特定建設作業の届出 届出控

ガス事業の適切な運営

ガスの安定供給

11 消防法 地下、移動タンクの法定検査

事故時の対応の実施 設備点検記録

消防署との協議 在庫管理記録

13 道路交通法 道路使用の許可 届出控

保守点検 保守点検記録

定期検査 検査結果書

15 冷凍機、業務用エアコンの点検 点検記録

危険予知活動

日報、新規入場者教育

石綿事前調査結果報告システム

17 大気汚染防止法 石綿事前調査結果報告システム 報告書の確認

※環境関連法令の違反や苦情はありません。又、関係当局より違反の指摘、訴訟もありません。

16

社内保安監査

社内保安監査

社内保安監査

社内保安監査

安全パトロール

12 水質汚濁防止法

10

労働安全衛生法

14 浄化槽法

8

9

フロン排出抑制法

1

3

4

5

2

関係法令 法令の遵守すべき事項 チェック内容

○

結果

排出事業者責任
委託契約書
マニフェスト

廃棄物の処理及
び清掃に関する
法律

○

○

○

高圧ガス保安法

食品リサイクル
法

液化石油ガスの
保安の確保及び
取引の適正化に
関する法律

液化石油ガス、液化石油ガス器具の適切な販
売

ガス事業法

○

○

○

○

○特定家庭用機器廃棄物の引取、引渡

廃棄ゴミのリサイクル推進による再資源化率
の向上

紙類のリサイクル実
績

○

家電リサイクル
法

許可営業、食品等に関する規制食品衛生法

大分市廃棄物の
減量及び適正処
理等に関する条
例

賞味期限切れによる
廃棄処分の抑制状況

食品廃棄物等の発生抑制

特定家庭用機器廃棄
物管理票

○

〇

高圧ガスによる災害の防止、製造設備の保安
体制の確保

○

○

○

○

○

○
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１3.代表者による全体評価と見直しの結果

　当社は、「ＥＢＬ」（エネルギー＆ベターライフ）を企業コンセプトとし、ＬＰガス事業、電力

小売事業、特定建設事業等を通じて、お客様が安心して、理想の暮らしが実現できるように一貫し

たサービスの充実に努めてまいりました。さらに、「地域密着型企業」として、環境問題にも積極

的に取り組むため、２０１８年１２月に「エコアクション２１」の認証・登録を取得致しました。

　その環境活動における２０２２年の取り組みでは、事業を活発化したことによるエネルギーの増

加等、一部止むを得ない事情による増加の事象はありましたが、ソフト面では、毎年開催している

「環境大会」に於いて、従業員に対する環境啓発教育や、スポーツ・文化振興の一環として「江藤

産業杯大分県南地区小学生バレーボール大会」を開催するなど、地域の皆さまに愛されるよう努め

ました。

　一方、ハード面では、事業の見直しによる設備の撤去や新たな支店の開設等を行うとともに、人

材確保や適切な人員の配置転換等が功を奏し、概ね目標を達成することができました。

　さらに、他の企業と同様に、テレワークやＷＥＢ会議等を積極的に活用した結果、二酸化炭素の

排出量削減を達成しました。この結果を踏まえて、さらなるＩＴ化やデジタル機器の活用、ペーパ

ーレス化を促進します。

　又、世界的には、国連で採択された「持続可能な開発目標」（ＳＤＧｓ）に向けて大きく動き出

しており、企業に対しても、事業活動を通じてＳＤＧｓの達成に向けた環境問題や社会問題へ取り

組むことが期待されています。

　弊社でも、ＳＤＧｓ達成に向けた取り組みを掲げ、２０２１年５月３１日に「ＳＤＧｓ宣言」を

公表し、持続可能な社会の実現に向けて積極的に取り組むとともに、地域の社会的責任を果たして

まいります。なお、環境経営方針、環境経営目標及び実施体制は、今後も継続していきます。

2023年3月25日

江藤産業株式会社

代表取締役社長 近藤　寛
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１４-1.地域貢献活動の状況

　平成２３年３月に発生した東日本大震災の教訓を忘れないように、その年から毎年、防災訓練

を実施してきました。訓練内容として、佐伯市にある高圧ガス製造施設では、大規模地震を想定

した早期復旧訓練や漏えいを想定した応急措置訓練等を実施してきました。又、本社を含む営業

所所員を対象にした緊急一斉メール配信訓練や各自に支給された非常用防災バッグを担いだ避難

訓練も実施し、災害時に備えてまいりました。

　令和４年３月１５日には、本社にて総合防災訓練を実施しました。訓練の一部で大分東消防署

の署員を講師としてお招きし、水消火器を使用した消火訓練や地震体験車両を使用して最大震度

７以上の地震を実際に社員が体験しました。

　今後も災害に備え、ＬＰガス安定供給のための早期復旧訓練や、災害に関する体験型訓練など

を通じて、地域貢献に取り組んでまいります。

【総合防災訓練の様子】 実施年月日：令和４年３月１５日

実施場所：大分県大分市乙津町　

　　　　　江藤産業㈱本社屋
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１４-2.地域貢献活動の状況

　地域貢献活動の一環として、一昨年より当社発祥の地である大分県佐伯市のスポーツ少年団

に対し、当社の松岡社員が中心となって活動支援を行っております。

　その活動支援の一つとして、令和４年４月１７日に佐伯中央病院アリーナにて、大分県県南

地区小学生バレーボール連盟との共催、佐伯市教育委員会の後援により、「第２回江藤産業杯　

県南地区小学生バレーボール大会」を開催しました。

　大会には大分県佐伯市、近隣の津久見市や臼杵市より全８チームが出場し熱戦を繰り広げま

した。

　スポーツを通して地域の未来を担う学童の育成を支援することを目的に、大会だけではなく、

日頃の練習にも当社社員が巡回指導しています。

　今後もこの地域貢献活動を継続し、地域の皆様からの信頼に繋げたいと考えています。

【大会の様子】

・熱戦の様子

・松岡社員（元日本代表）による講評や当社社員による飲料ブースの様子

・優勝チームの集合写真
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１5.その他環境活動の状況

【大分県国東市へ寄付を行いました】

江藤産業はこの度、国東市に対し「時代に合った

地域づくり、安心な暮らしを守るとともに地域と

連携する事業」への応援として100万円を寄付し、

令和4年11月29日に国東市役所にて三河明史市

長へ寄付金目録をお渡ししました。

江藤産業は今後とも地域に貢献し、共に成長発展

できるよう取り組んでまいります。

【ごみ減量推進事業所の優秀団体として大分市より表彰されました】

江藤産業は「大分市廃棄物の減量及び適正処理等

に関する条例」により「ごみ減量推進事業所」と

して指定され、廃棄物管理責任者の選任や、ごみ

減量計画の作成・提出することで事業系廃棄物の

減量を推進しており、この度、ごみ減量推進事業

所の優秀団体として大分市より表彰されました。

令和4年11月４日に大分市役所にて表彰式が行わ

れ、社長の染矢が佐藤市長より表彰状を授与され

ました。

【九州経済産業局「九州水素ガイドブック」で江藤産業が紹介されました】

九州経済産業局が九州管内の水素関連の取り組み事例をまとめ

「九州水素ガイドブック」としてウエブサイトに公表し、「水

素事業に参入する地場企業」の項目で、江藤産業と大分ＥＢＬ

水素ステーションの取り組みが紹介されました。

当社はカーボンニュートラルを実現する方法のひとつとして「水

素社会」を目指し、これからも水素を始めとする再生可能エネル

ーがもっと身近になり、皆さまの暮らしのお役に立てるよう取り

組んでまいります。
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